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諄

し

て

賠
償
請
求
の
再
提
訴
費
用
補
助

被
害
者
支
援
８
府
県
導
入

犯
罪
被
害
者
が
賠
償
を
受
け

ら
れ
ず
、
時
効
の
た
め
泣
き
寝

入
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

加
害
者

へ
民
事
訴
訟
を
改
め
て

」す
費
用
を
支
援
す
る
制
度

に
つ
い
て
、
今
年
４
月
に
二
重

県
が
導
入
し
、
少
な
く
と
も
計

８
府
県
と
１
市
に
広
が
っ
て
い

こ
と
が
共
同
通
信

の
ま
と
め

で
分
か

っ
た
。
制
度
が
あ

っ
て

を
受
け

く
、
犯
罪

一
層
の
支
援
拡
充

が
必
要
だ
と
訴
え
て
い
る
。

犯
罪
に
遭

っ
た
被
害
者
や
遺

族
が
賠
償
を
求
め
、
裁
判
な
ど

で
損
害
賠
償
命
令
が
確
定
し

て
も
、
加
害
者
に
資
産
が
な
い

と
い

っ
た
理
由
で
大
半
が
支
払

い
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
。
さ

ら
に
賠
償
命
令
確
定
後
、

１０
年

経
過
す
る
と
時
効
の
た
め
加
害

者

へ
の
請
求
権
が
消
滅
し
て
し

ま
う
。
こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
も

う

一
度
提
訴
す
る
必
要
が
あ

る
。

三
重
県
は
今
年
４
月
、
犯
罪

被
害
者
等
支
援
条
例
に
基
づ
い

て
、ヽ
再
提
訴
す
る
際
、
裁
判
所

へ
の
手
数
料
と
弁
護
士
費
用
を

そ
れ
ぞ
れ
最
大
３３
万
円
助
成
す

る
仕
組
み
を
つ
く

っ
た
。
裁
判

所
を
通
じ
た
督
促
費
用
も
補
助

す
る
。

大
阪
府
や
岐
阜
、
愛
知
、
香

川
、
愛
媛
、
高
知
、
福
岡
の
各

県
が
、
こ
れ
ま
で
に
同
様
の
制

．度
を
つ
く
り
、
最
大
３２
万
～
３３

万
円
助
成
す
る
。
兵
庫
県
明
石

が
あ
る
。
再
提
訴
し

て
時
効
が

延
び

て
も
、
賠
償
実
現

へ
の
ハ

ー
ド
ル
は
高

い
。

殺
人
事
件

の
被
害
者
ら
で

つ

く
る

「
宙

の
会
」
特
別
参
与
の

土

田
猛
さ
ん

（
７６
）
は
各
地
の
再

提
訴
支
援
に
関
し
、
被
害
者
の

思
い
に

一
定
程
度
応
え
る
も
の

と
し
つ
つ

「行
政
に
よ
る
賠
償

立
て
替
え
な
ど
、
被
害
が
確
実

に
回
復
さ
れ
る
よ
う
、
実
効
性

の
あ
る
制
度
の
確
立
は
急
務

だ
」
と
指
摘
す
る
。
三
重
県
の

担
当
者
は

「被
害
直
後
だ
け
で

な
く
、
継
続
的
な
支
援
を
し
て

い
け
た
ら
」
と
話
し
た
。

愛知・二重など

10年経過前に改めて
提訴すれば時効延長

時効

市
は
上
限
を
設
け
ず
必
要
な
費

用
を
支
援
し
て
い
る
。
た
だ
５

月
末
現
在
、
８
府
県
で
制
度
の

利
用
例
は
ゼ
ロ
。
明
石
市
で
昨

年
１
件
あ

っ
た
に
と
ど
ま
る
。

利
用
が
低
調
な
背
景
に
は
、

賠
償
支
払
い
が
見
込
め
ず
、
そ

も
そ
も
被
害
後
に

ア
度
も
訴
訟

な
ど
を
起
こ
し
た
こ
と
が
な
い

被
害
者
ら
が
少
な
く
な
い
こ
と

害
者
は
刑
事
裁
判

の
裁
判
官
が
有
罪
判
決

の
証
拠
を
使

っ
て
結

論
を
出
す
制
度
や
民
事
訴
訟
を
通
じ
、
加
害
者
に
損
害
賠
償
請

求

で
き
る
。
こ
れ
と
は
別
に
、
国
は
被
害
者
や
遺
族
に

一
時
金

を
支
払
う
給
付
制
度
を
設
け
て
い
る
。
今
月
１５
日
、
額
を
底
上

げ
す
る
改
正
を
施
行
し
た
。

団

犯
罪
被
害
の
回
復
　
犯
罪
に
よ

っ
て
死
亡

。
け
が
を

し
た
り
、
財
産
的
な
損
害
を
受
け
た
り
し
た
場
合
、
被

損
害
賠
償
命
令
確
定
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4人の顧間|

てもらうた |

指
導

の
あ
り
方
を
模
索
す
る
中

で
、
１
人
の
顧
間
に
よ
る
独
裁
を

防
ご
う
と
、
十
数
年
前
に
複
数
顧

間

に
よ
る
集
団
指
導
を
導
入
し

練
習
時
間
だ
か
ら
こ
そ
、
生
徒
の

力

を

引

き

出

し

て
あ

げ

な

く

て

は
。
顧
問

４
人
で
協
力
し
て
カ
バ

ー
で
き
た
ら
」

閉
鎖
を
前
に
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
が
片
付
け
ら
一

避
難
所
＝
１６
日
、
石
川
県
能
登
町
の
松
波
中
ネ

北
海
道
留
萌
市
の
女
子
高
生

（
１７
）
が
車
に
監
禁
さ
れ
、
約
５０

キ
ロ
離
れ
た
旭
川
市
内
の

つ
り
橋

か
ら
石
狩
川
に
転
落
さ
せ
ら
れ

殺
害
さ
れ
た
事
件
で
、
殺
人
容

疑

で
再
逮
捕
さ
れ
た
無
職
内
田

梨
瑚
容
疑
者

（
２１
）
＝
同
市
＝
が

事
件
後
、
複
数

の
友
人
に

「
高

校

生

に

謝

ら

せ

た
」

「
そ

の

後
、

高

校

生

は

帰

っ
て
行

っ

た
」
と
い
う
趣
旨
の
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
送
信
し
て
い
た
こ
と
が
捜

査
関
係
者

へ
の
取
材
で
分
か

っ

た
。
転
落

に

つ
い
て
言
及
は
な

く
隠
蔽
し
よ
う
と
し
た
可
能
性

が
あ
る
。

内

田
容
疑
者
は
、
交
流
サ
イ

ト

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
で
自
分
の
写
真

を

無

断

で
使

わ

れ

た

こ

と

か

ら
、
被
害
生
徒
と
ト
ラ
ブ
ル
に

な

っ
て
い
た
と

月
１８
日
に
Ｓ
Ｎ

迫
、
同
日
夜
に

に
乗
せ
る
と
監

未
明
に
旭
川
市

区
に
あ
る
つ
り

せ
た
疑
い
が
あ

初
対
面
だ

っ
た

捜
査
関
係
者

田
容
疑
者
は

「

防
犯
カ
メ
ラ
が

人
目
に
つ
か
な

て
い
た
」
と
ほ

る
。
生
徒
を
連

現
場
に
着
く
ま

で
、
道
警
は
、
ど

を
抱
い
た
の
か

殺
害
さ
れ
た

ん
。
道
雪
が
４

な
ど
の
疑
い
で

４
人
を
順
次
逮

に
殺
人
容
疑
で

旭
川
市
の
１９
歳

逮
捕
し
た
「

殺
害
後
「高
校
生
帰
っ
た
」

旭
川
転
落
死
容
疑
者
送
信
、隠
蔽
か
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